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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

振
り
返
れ
ば
、
昨
年
も
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た

一
年
で
し
た
。
大
盛
況
と
な
っ
た
６
月
の
湖
東
支
部

作
品
展
の
後
、
さ
あ
こ
の
勢
い
で
と
後
半
の
事
業
準

備
を
始
め
た
８
月
末
に
第
５
波
の
襲
来
。
滋
賀
県
に

も
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
急
遽
、
金
亀
公
園

清
掃
活
動
も
支
部
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
も
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

 

幸
い
、
10
月
以
降
感
染
者
が
減
少
し
、
11
月
の

胡
宮
神
社
・
青
龍
山
日
帰
り
研
修
は
計
画
ど
お
り
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
天
気
予
報

は
終
日
雨
。
中
止
を
覚
悟
し
て
い
た
の
で
す
が
、
奇

跡
的
に
一
日
ず
れ
て
研
修
当
日
は
秋
晴
れ
の
上
天

気
と
な
り
、
充
実
し
た
研
修
が
で
き
ま
し
た
。
続
く

近
江
八
幡
市
で
行
わ
れ
た
地
域
活
動
事
例
発
表
会

で
は
、
犬
上
分
会
の
藤
森
氏
が
「
十
人
十
色
の
会
」

の
取
組
報
告
を
し
て
下
さ
り
、
高
い
評
価
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
長
浜
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
同
窓
会
本

部
主
催
の
四
十
周
年
記
念
支
部
対
抗
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
に
湖
東
支
部
か
ら
も
参
加
し
、
大
い
に
活

躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

湖
東
支
部
長 

上
野  

芳
樹 

こ
ん
な
ふ
う
に
山
あ
り
谷
あ
り
の
一
年
で
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
に
記
憶
に
残
る
一
年
に
な
り
ま
し

た
。 さ

て
、
新
し
い
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
湖
東

支
部
組
織
の
現
体
制
は
３
月
末
で
終
わ
り
、
４

月
か
ら
は
新
た
な
陣
容
で
臨
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
新
体
制
づ
く
り
に
む
け
て
、
あ
わ
た
だ
し
い

日
々
が
続
き
ま
す
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る

よ
う
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

あ
り
が
た
い
こ
と
に
今
年
も
湖
東
支
部
作
品
展

の
会
場
と
し
て
ビ
バ
シ
テ
ィ
平
和
堂
を
お
借
り
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
場
所
も
一
階
通
路
で

は
な
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
雰
囲
気
が
漂
う
２
階
展
示

場
で
す
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
も
十
分
あ
り
ま
す
。
会

期
は
今
年
と
同
じ
く
６
月
中
旬
で
す
の
で
、
会
員

の
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
今
か
ら
作
品
展
に
向
け
て
ご
準

備
い
た
だ
き
、
多
数
ご
出
品
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

 

私
に
課
せ
ら
れ
た
任
期
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
大
過
な
く
や
っ
て
こ
ら
れ
た

の
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
の
お
陰
と
感
謝
申

し
上
げ
、
レ
イ
大
同
窓
会
湖
東
支
部
の
一
層
の
発

展
を
祈
り
つ
つ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 
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湖
東
支
部
日
帰
り
研
修 

令
和
３
年
11
月
８
日
、
日
帰
り
研
修
が
30

名
の
参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
多

賀
町
の
胡
宮
神
社
か
ら
青
龍
山
を
登
り
、
秋
の

ハ
イ
キ
ン
グ
を
皆
で
楽
し
み
ま
し
た
。 

天
気
は
好
天
で
秋
の
日
差
し
の
中
、
紅
葉
に

は
ま
だ
少
し
早
い
山
の
中
の
道
を
途
中
急
な

坂
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
元
気
に
頂
上
を
目

指
し
て
登
り
ま
し
た
。 

 

青
龍
山
山
頂
か
ら
は
湖
東
平
野
が
一
望

で
き
、
ま
た
遠
く
に
は
琵
琶
湖
や
繖
山
そ
し

て
比
良
山
系
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
疲
れ
を
忘
れ
て
頂
上
か
ら
の
清
々
し
い

景
色
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

帰
り
は
胡
宮
神
社
庭
園
や
大
日
堂
前
を

通
り
、
下
山
し
た
と
き
に
は
丁
度
昼
前
で
し

た
。
半
日
の
研
修
で
し
た
が
、
秋
の
爽
や
か

な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

４０
周
年
記
念
Ｇ
Ｇ
大
会 

令
和
３
年
12
月
１
日
、
40
周
年
記
念
事

業
と
し
て
長
浜
ド
ー
ム
に
て
支
部
対
抗
Ｇ

Ｇ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

全
体
で
は
１１３
名
参
加
の
盛
況
な
大
会
と

な
り
、
湖
東
支
部
か
ら
は
13
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
支
部
対
抗
戦
と
個
人
戦
が
あ
り
成
績

発
表
は
12
月
17
日
の
記
念
式
典
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 

湖
東
支
部
の
成
績
は
、
団
体
戦
が
第
７
位 

個
人
で
は
東
平
信
昭
さ
ん
が
第
５
位
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
賞
が
東
平
信
昭
さ
ん
、
近
藤
見

示
さ
ん
、
小
山
美
代
子
さ
ん
で
し
た
。 

 

 

地
域
活
動
事
例
発
表
会 

令
和
３
年
11
月
15
日
、
地
域
活
動
事
例

発
表
会
が
近
江
八
幡
市
の
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

湖
東
支
部
か
ら
は
藤
森
勉
さ
ん
が
「
十

人
十
色
の
会
」（
地
域
の
方
に
楽
し
ん
で
も

ら
い
地
域
で
の
活
動
を
楽
し
む
）
を
テ
ー

マ
に
活
動
事
例
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。 

多
岐
に
わ
た
る
活
動
と
積
極
的
な
い
ろ

い
ろ
な
試
み
は
会
場
で
も
大
変
好
評
で
し

た
。 

 

日帰り研修に参加の皆さん 

青龍山山頂より 

湖東平野を一望 

 

地域活動事例発表会 会場 

 

同 

窓 

会 

活 

動 

の 

広 

場 

 

湖東支部の参加の皆さん 
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 総
務
部
会
長 

北
川
勝
美 

会
員
の
皆
様
へ
は
、
早
い
段
階
で
の
作
品

募
集
を
呼
び
か
け
、
お
陰
様
で
準
備
し
た
展

示
用
の
パ
ネ
ル
、
机
は
71
点
の
素
晴
ら
し

い
力
作
に
よ
っ
て
賑
や
か
に
埋
め
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。 

当
日
の
作
品
の
展
示
作
業
、
開
催
期
間
中

の
会
場
当
番
、
最
終
日
の
作
品
撤
収
作
業

等
々
に
つ
い
て
も
多
く
の
会
員
の
ご
協
力

を
得
て
、
無
事
新
し
い
会
場
で
の
作
品
展
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
会
場
で
の
開
催
は
レ
イ
カ
デ
ィ

ア
大
学
の
認
知
を
高
め
る
絶
好
の
機
会
で

も
あ
り
ま
し
た
。 

  
 

  

         

 
 

 

 

担
当
す
る
事
と
な
り
、
新
た
な
気
持
ち
で
取 

り
組
も
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
令
和
２
年
の 

の
２
月
頃
か
ら
突
然
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
が
始
ま
り
、
全
世
界
に
蔓
延
し
ま
し
た
。 

高
齢
者
集
団
で
あ
る
私
達
湖
東
支
部
も
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
は
避
け
ら
れ
ず
、
年
初
に
立

案
し
た
活
動
計
画
も
ほ
と
ん
ど
が
中
止
の
や

む
な
き
に
至
り
ま
し
た
。
私
共
研
修
部
会 

 

も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
少
な
い
時
期
を
捉
え

て
、
去
年
・
今
年
と
「
日
帰
り
研
修
」
と
い

う
形
で
活
動
計
画
を
実
行
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

去
年
・
今
年
共
、
唯
一
実
行
で
き
た
部
会

活
動
で
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
多
数
の
会
員

の
皆
様
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
て
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。 

 

来
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
早
期
の
収
束
を

願
い
、
順
調
な
活
動
計
画
の
実
行
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

  
 

 
 

  
 

 

事
例
発
表
会
支
援
活
動
、
地
域
へ
の
大 

 
 

 
 

学
P

R
活
動
そ
れ
に
新
た
に
加
わ
っ
た
学

生
募
集
活
動
の
４
つ
で
す
。
多
く
の
活
動
を

企
画
し
ま
し
た
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
渦
で
令
和

２
年
度
は
松
原
水
泳
場
の
清
掃
活
動
、
令
和

３
年
度
は
展
示
会
場
で
の
学
生
募
集
活
動

と
地
域
活
動
事
例
発
表
会
の
み
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
大
き
な
成
果
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
ビ
バ
シ
テ
ィ
平
和
堂
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
展
示
会
場
で
の
学
生
募
集

活
動
で
す
。
湖
東
支
部
メ
ン
バ
ー
に
加
え
サ

ポ
ー
ト
の
会
の
強
力
な
支
援
が
得
ら
れ
た

こ
と
で
す
。
43
期
応
募
者
が
60
名
を
超
え

我
々
の
活
動
も
大
き
く
貢
献
で
き
た
と
自

負
し
て
い
ま
す
。
次
年
度
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
か

ら
解
放
さ
れ
本
来
の
活
動
が
出
来
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
大
学
米
原
校
存
続
の
最

大
の
課
題
は
毎
年
度
安
定
し
た
応
募
者
を

確
保
す
る
こ
と
で
す
。 

湖
東
支
部
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
の
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
学
生
募
集
活
動
に
も
取
り 

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
部
会
の
活 

動
に
ご
苦
労
い
た
だ
い
た
部
会
長
さ
ん
に
、

今
年
度
あ
る
い
は
２
年
間
の
活
動
の
取
り 

組
み
、
ま
た
新
年
度
以
降
に
期
待
し
た
い 

こ
と
等
、
部
会
長
と
し
て
の
コ
メ
ン
ト
を 

寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

新
会
場
で
２
年
ぶ
り
に
作
品
展
開
催 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
な

く
な
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
。
総
務
部
会
担
当
の
二

つ
の
事
業
の
内
、
唯
一
の
作
品
展
開
催
に
向

け
、
従
前
の
会
場
取
り
壊
し
の
ニ
ュ
ー
ス
を

耳
に
し
、
新
し
い
会
場
の
選
定
を
含
め
、
全

て
が
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
よ
り
多
く
の
人
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ

け
る
会
場
と
し
て
ビ
バ
シ
テ
ィ
平
和
堂
を
候

補
地
に
、
11
月
初
旬
に
会
場
使
用
の
快
諾
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
先
ず
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
場
の
変

更
と
と
も
に
開
催
期
間
、
時
間
も
新
し
く
設

定
し
直
し
て
の
開
催
準
備
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

総
務
部
会
長 

北
川 

勝
美 

研
修
部
会
の
取
組
み 

 
 
 
 
 

 
 

研
修
部
会
長 

 

天
満 

郁
夫 

 

研
修
部
会
を
担
当
し
て
い
る
天
満
郁
夫
で

す
。 私

は
、
前
期
（
平
成
30
年
度
～
令
和
元

年
度
）
に
於
い
て
地
域
活
動
部
会
を
担
当
し

ま
し
て
、
す
べ
て
の
活
動
計
画
を
実
行
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
引
き
続
き
今
期
（
令
和

２
年
度
～
令
和
３
年
度
）
は
、
研
修
部
会
を 

 

 

地
域
活
動
部
会
の
取
組
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 地
域
活
動
部
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

諏
訪 

俊
雄 

 

 

部
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
美
し
い
湖
国
を

つ
く
る
会
の
活
動
、
本
部
主
催
の
地
域
活
動

事
例 

  
 

   

部
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
美
し
い
湖
国

を 

 
 
 
 
 

つ
く
る
会
の
活
動
、
本
部

主
催
の
地
域
活 

 
 

 
 

 

動
事
例
発
表
会
支
援
活

動
、
地
域
へ
の
大 

 
 
 
 
 

学P
R

活
動
そ
れ
に
新
規

の
学
生
募
集
活 

 
 
 
 
 

動
の
４
つ
で
あ
る
。
多
く

の
活
動
を
企
画 し

た
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
渦

で
令
和
二
年
度 は

松
原
水
泳
場
の
清
掃

活
動
、
令
和
三
年 

度
は
展
示
会
場
で
の
学

生
募
集
活
動
と
地 

域
活
動
事
例
発
表
会
の

み
と
な
っ
て
し
ま 

っ
た
。
た
だ
大
き
な
成
果

も
あ
っ
た
。 

 

 

 

☆ 
☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 
 

   

 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 
 

 

 

各
部
会
長
よ
り   
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 元年７月に開催された作品展には３２人から 

５５点の作品が出品されました。  （順不同） 

 
 
 

編
集
後
記 

 
 

 

 

会
員
各
位
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
今
年
度

も
続
く
中
で
、
紙
面
構
成
に
頭
を
悩
ま
せ
な
が

ら
も
何
と
か
予
定
ど
お
り
年
２
回
の
会
報
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

お
忙
し
い
中
、
寄
稿
等
に
ご
協
力
を
頂
い
た

皆
様
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
た
な
変
異
株
の
動
向
が
依
然
気
が
か
り

で
す
が
、
今
年
こ
そ
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

祈
る
ば
か
り
で
す
。
湖
東
支
部
会
員
各
位
の
ご

健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会 

湖
東
支
部
会
報 

令
和
４
年
１
月
1
日
発
行 

令
和
３
年
度
第
2
号 

発
行
責
任
者 

上
野
芳
樹 

編
集
責
任
者 

廣
田
由
行 

 
 

 

 
  

  

 

氏  名 卒期学科 部 門 作  品 氏  名 卒期学科 部 門  作  品 

渡邉 雅子 35近江 日本画他 座禅草他２点 野口 勇 23園芸 写真 春の競演他１点 

百田 勝彦 32地文 絵画 紫陽花他１点 廣田 由行 37園芸 写真 湖上の華他１点 

木下二二男 35北近江 絵画 伊吹山から他１点 北川 勝美 39園芸 写真 池に映る大スギ他１点 

居川 鎮夫 36 健康 絵画 どじょうは何匹いる
のかな？ 

澤  好成 35園芸 写真 ささやかな癒し 3 点 

木村 傳平 21スポレク 絵画 静物 小中 長昭 32園芸 写真 歴史を感じる他 1点 

山口 義男 37園芸 水墨画 胡宮 福寿院他１点 須田 誠一 25園芸 竹灯籠 むれすずめ他 1点 

村西 俊雄 37園芸 絵画 本の表紙絵 福島 将夫 34園芸 竹灯籠他 東寺他３点 

北村 由子 40 健康 花結び他 修多羅他１点 桂田 芳明 39園芸 竹灯籠他 舞妓さん他３点 

藤  一重 15 生活 押し絵他 少女と桜吹雪他１点 宇野 幸彦 31陶芸 工芸他 大瓢箪他 1点 

赤鹿 豊彦 33 園芸 折り紙 2021丑他 1点 久保川幸雄 32陶芸 陶芸他 花器他 1点 

北河つた宇 28生活 工芸 押し花２点 中山千代恵 36 園芸 陶芸 一輪挿し他 1点 

磯嶋 節子 40 北近江 押し花 さくら他２点 東平 宏子 32生活 工芸 鳥かご ３点 

馬場 勝子 31スポレク 手芸 ワンピース他 1点 佐野栄美子 34健康 工芸 人形 ２点 

金子美智子 34陶芸 書 令和他 2点 宮川 文雄 32園芸 工芸 ペットボトル風車他１点 

信澤  勝 35北近江 書 仏説阿弥陀経他 1 点 竹内 和美 37北近江 手芸 人形 ３点 

大町千津子 39園芸 書 元永本古今和歌集 杉江 久子 32生活 デコパージュ デコパージュ ２点 

川並 稔男 15 文芸 書 般若心経 

 

 

 

 

湖東支部「作品展」の出展者と作品 
昨年６月に開催された作品展には３３人から 

７１点の作品が出品されました。 （順不同） 

広報部会のメンバー 

 

学     科 男 女 計

  園　      芸 16 10 26

 北近江文化 15 4 19

 健康づくり 4 12 16

計 35 26 61

 リカレントｺｰｽ含む

    米原校第４３期入学者数  

青龍山山頂より 

 


